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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は 日本での就職を希望する留学生に対する就職サポートシステムを開
発し、留学生の日本での就職サポートに貢献することである。初年度実施したアンケート調査の結果より日本語
に対する不安が浮き彫りになり、不安要素を軽減するため、eBookとチャットツールInCircleからなる就職関連
用語学習システムを構築した。コンテンツの拡充等の機能を随時アップさせてその都度評価実験を計4回実施。
事前事後テスト結果よりeBook利用の統計的有意差(ブログ利用との比較）が検証できたが、InCircleに関しては
高い評価を得たが効果的利用の検証までには至らなかった。2021年度以降も引き続き検証を行う。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to assist the international students who’d 
like to find a job in Japan by developing a career support system using eBook and a chat tool called
 InCIrcle. Based on the results of the questionnaire conducted in the first year which revealed 
Japanese language skills which are needed for Entry Sheet writing and job interviews as the top 
anxiety, the system was developed focused on assisting the learning of job-hunting related terms. 
The evaluation experiments were conducted four times and the results showed a statistically 
significant difference in the effectiveness of the eBook learning when compared with the learning 
using blogs, while the use of a chat tool InCircle did now show the statistically significant 
difference between with and without the use.  The examination of the effectiveness of InCircle use 
will continue in 2021.

研究分野：教育工学、キャリア教育

キーワード： 就職支援　留学生　eBook　チャットシステム

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
【研究成果の学術的意義】ITを活用したキャリア支援に関しては、主に e-Learning、遠隔教育の分野で行われ
ているが、ユビキタス・モバイル技術を活用した留学生に特化した就活支援の研究は過去には行われていなかっ
た。従って本研究は全く新しい挑戦という意味で学術的に意義深い。
【研究成果の社会的意義】 政府が「日本再興戦略2016」の中で留学生の日本国内での就職率を3割から5割に向
上させるという目標を掲げたが、未だ達成には至っていない。留学生の日本での就職は以前困難な現状の中で、
留学生の日本での就職サポートを目的とした本研究の社会的に意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1 日本政府が「日本再興戦略 2016」の中で日本政府が留学生の日本での就職率３割から５割と
いう目標を掲げて以来、留学生の就職支援が重要課題となった。目標を達成すべく産官学連携の
留学生対象の就職支援プロジェクトが各地でスタートし、留学生の就職支援の社会的機運が高
まっている状況であった。 
(2)  近年著しい発展を遂げているユビキタス技術、モバイル技術の教育的応用研究は今世紀
に入って目覚しい発展を遂げている。技術の進歩に研究者も追従すべく研究の勢いは年々増し
てきている。本研究もその流れの中に位置づけられる。また就職支援に関する研究の学術的背景
として、国内外でキャリア教育の重要性が叫ばれ、キャリア教育の単位化が進んでいる。 ICT 
を活用したキャリア教育・キャリア支援に関しては、主に e-Learning、遠隔教育、マルチメデ
ィア教育の分野で行われているが、ユビキタス・モバイル技術を活用した留学生に特化した就活
支援の研究は過去には行われていない。従って本研究は全く新しい挑戦と言えた。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、チャットシステム InCircle と eBook を活用して日本での就職を希望す
る留学生の就職サポートシステムを構築し、その効果を検証することである。また本研究が成果
を上げることにより、留学生の日本での就職率を上昇させることである。なお申請書作成当時ラ
ーニング・ログ・システム SCROLL 内に構築されている epub システムの活用を予定していたが
2019 年度システムの運用が休止したため、2020 年度評価実験では研究分担者神戸大学殷成久准
教授開発の eBook を代用した。 
 
３．研究の方法 
(1) 留学生の望む就職サポートのあり方を明らかにするためのアンケート調査  
(2) 国内外の就職サポートの状況を調査 
(3) コンテンツ拡充:就活関連 EPUB 用のコンテンツ作成。キャリアセミナー撮影と動画アップ
ロード等 
(4) 申請者の所属する大学で、提案する就職サポートシステムを導入する。その有効性 を検証
する。検証結果をもとに改良した学習シナリオで評価実験を再度実施し、有効性の検証をする。 
(5) 開発したシステムを広報し、他の教育機関での応用の可能性を探る。 
 
４．研究成果 
(1) 研究代表者の所属する大学の留学生を対象に 2018 年 10 月から 2019 年 1月にかけて日本で
の就職の不安要素について選択形式アンケート調査を実施。77 名の回答を得た。設問と回答結
果を以下に示す。設問：就職活動をする上で不安を感じること（選択形式・複数回答可）。エン
トリーシート・面接が不安– 51 名(66%)で最も多く、前年度実施のアンケート結果と合致。実施
年度による差は認められなかった。日本での就活には日常会話ではあまり使われない独特の用
語があることに注目し就職関連用語学習コンテンツをシステムに導入した。 
(2) NACE Conference & Expo2018 において留学生のキャリアサポートに関する情報収集。大学
および就職ナビ会社における高度なデータ分析(学業成績と就職先を紐づけての分析、学生の
就職先等追跡調査等)についての有益な知見を得たが、学生の成績と就職先を紐付けてのパ
ーソナライズした就職サポートシステムの導入は予算的な問題、個人情報取得のためにクリア
すべき条件を考慮し断念。 
(3) 就活関連 EPUB 用のコンテンツを 40コンテンツまで拡充、英語説明の拡充、イラスト等の
視覚情報の拡充、日本語の平易化を行い、クイズ問題を拡充した(図 1参照)。留学生向けキャリ
ア関連イベント/留学生に役立つ情報をチャットシステムで配信した。2020 年度に実施されたキ
ャリアセミナーを録画しと YouTube にアップロードして限定公開した (図 2参照)。研究対象の
システムと直接には関係ないがあらゆる角度から留学生のキャリアサポートを試みた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1  英語説明拡充、イラストの拡充、         
日本語の平易化を図った eBook コンテンツ     図 2  就活セミナーの YouTube 配信 
      



 
   
(4) 評価実験 
1)留学生向け就職支援のプロトタイプとして、SCROLL の EPUB システムとチャットツール
InCircle を組み合わせた就職関連用語学習シナリオを作成 (図 3。４参照)。2018 年度後期
22 名の留学生を対象に評価実験を実施した。パイロット実験用に作成したコンテンツを効
果比較のためブログサイトにも作成し、epub システムの効果を検証した。評価実験の結果,
事後テスト結果に統計的有意差が認められた。また事後アンケート結果においてもeBookの
ほうが良いが 62%,ブログのほうがよいが 15%,どちらでもよいが 23%で、eBook のほうが高
い評価を得た。また eBook のマスキング機能についても同時に評価実験を実施。事前事後
テスト結果に有意差は認められなかったものの事後アンケートによるとマスキング機能有
りのほうが良い - 54%。無しのほうがよい - 23%、どちらでもよい - 23%で、 マスキング
有りの eBook のほうが高い評価を得た。実験結果は HCII2019 にて発表した。チャットシス
テム InCircleの効果に関して今回は比較実験を行なっていないため InCircle評価検証は次
年度への持ち越しとなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  eBook と InCircle を活用した学習システム             図 4  学習シナリオ 

 
2) 2019 年度前期研究代表者の担当クラスで参加者 9 名を対象にチャットツール InCircle
の評価実験を実施。InCircle を利用して就活関連用語の学習コンテンツを配信し、学生と
教師間、学生間の相互作用を試み、その効果を検証した（図 5参照）。InCircle 利用の有無
で事前事後テスト上昇率に統計的有意差は認められなかったが、事後実施した５段階評価
アンケートでは「InCircle は就活用語学習に役立った」が最も高得点で、次に楽しさを問
う設問が続いた。InCircle は楽しく学べて就活用語学習に役立ったと学習者が評価したと
言えた。評価実験結果は 12/4(水)台湾墾丁で開催された ICCE2019 で発表した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5  InCircle スマホ画面（左）と PC画面（右） 
 
 
3) 2019 年度前期研究代表者担当２クラス計 17名対象に評価実験を実施した。ラーニング
アナリティクス的アプローチで eBook 利用時間と事前事後テストの上昇率の相関性分析を
行なったが、相関性は認められなかった。評価実験結果は HICC2020 にて発表。 
4) 2020 年度前期研究代表者担当クラスは、コロナ禍のためすべてリモート授業となったた
め、本研究で利用しているチャットシステム InCircle をリモート授業で利用。オンライン
とオンデマンド併用を可能にするという効果が検証され、ICCE2020 で発表。 
5) 2020 年度後期研究代表者所属大学で留学生 49名を対象に評価実験を実施した。本評価
実験では、SCROLLeBook が運用休止となったため、研究分担者神戸大学殷成久准教授開発の



eBook を利用した。本評価実験の目的の１つは ラーニングスタイルアンケートを実施し、
個々のラーニングスタイルと本システム利用効果との相関性検証であった。前年度の評価
実験では有意差が認められなかった InCircle 利用の効果に関しても引き続き検証した。現
在評価実験結果分析中。結果については ICCE2021 で発表予定。 
 
(5) 開発したシステムの広報に関しては、予定していたシステム体験ワークショップはコロナ
禍により開催できなかったが、スライドシェアと YouTube に利用手順をアップロードし 2021 年
度履修留学生にシェアした(図 6、7参照)。2021 年度以降も導入し評価実験は継続する。 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  eBook 利用法                 図 4  InCircle 利用法 
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